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士
大
夫
に
と
っ
て
の
科
擧 
‐
‐
唐
代
の
散
文
に
見
え
る
意
識
‐
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は
じ
め
に 
 
岑
參
は
科
擧
及
第
を
〇
戰
勝
〈
と
詩
に
う
た
う
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
從
來
の
〇
戰
勝
〈
と
は
、
戰
鬪
の
勝
利
や
胸
中
の
葛
藤
が
望
ま
し
い
方
向
で
落
ち
着
く
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
岑
參
は
科
擧
及
第
と
い
う
名
譽
獲
得
を
戰
場
で
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、
新
た
な
意
味
を
加
え
る
形
で
〇
戰
勝
〈
と
表
現
し
た
。
以
後
、
こ
の
表
現
は
士
大
夫
間
に
浸
透
し
、
及
第
落
第
を
う
た
う
詩
に
し
ば
し
ば
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
戰
勝
〈
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
唐
代
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
の
變
化
が
表
面
化
し
た
一
例
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
前
論
①
に
お
い
て
以
上
の
點
を
指
摘
し
た
。 
 
そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
科
擧
に
起
因
し
て
書
か
れ
た
散
文
を
考
察
の
對
象
と
す
る
。
進
士
科
に
お
け
る
試
驗
內
容
と
評
價
基
準
と
は
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
變
化
し
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
は
ど
の
よ
う
に
動
い
た
の
か
。
そ
こ
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。 
  
 
 
 
１ 
 
唐
代
の
科
擧
は
武
德
三
年
（
六
二
〇
）
に
始
ま
る
。
國
子
監
所
管
の
官
學
に
て
所
定
の
期
間
學
び
、
修
了
を
認
め
ら
れ
る
と
科
擧
に
應
試
す
る
資
格
を
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
州
縣
が
行
う
鄕
試
に
合
格
し
た
者
に
も
そ
の
資
格
が
與
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
生
徒
と
鄕
貢
で
あ
る
。
こ
の
生
徒
と
鄕
貢
士大夫にとっての科擧 
（ 2 ） 
と
が
吏
部
試
、
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
以
降
は
禮
部
試
に
臨
ん
だ
。
設
置
さ
れ
た
各
科
の
う
ち
、
地
方
長
官
の
推
薦
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
秀
才
科
は
早
く
に
廢
れ
、
明
經
科
と
進
士
科
と
が
主
流
を
占
め
た
。 
 
科
擧
が
始
ま
っ
て
以
後
し
ば
ら
く
は
、
進
士
科
で
は
時
務
策
を
五
題
出
す
の
み
の
試
驗
で
あ
っ
た
。
貞
觀
八
年
（
六
三
四
）
に
〇
試
讀
經
史
一
部
〈
が
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
體
的
な
內
容
は
わ
か
ら
な
い
②
。
い
ず
れ
に
せ
よ
主
を
占
め
た
の
は
〇
對
策
〈
つ
ま
り
散
文
で
あ
る
。
で
は
、
及
第
を
判
定
す
る
基
準
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
點
に
つ
い
て
當
時
の
士
大
夫
が
有
し
て
い
た
共
通
認
識
を
物
語
る
逸
話
が
あ
る
。
王
師
旦
が
知
貢
擧
を
務
め
た
際
の
も
の
で
あ
る
。 
 
 
貞
觀
二
十
年
、
王
師
旦
爲
員
外
郞
。
冀
州
進
士
張
昌
齡
、
王
公
瑾
、
並
文
詞
俊
楚
、
聲
振
京
邑
。
師
旦
考
其
文
策
爲
下
等
。
舉
朝
不
知
所
以
。
及
奏
等
第
、
太
宗
怪
無
昌
齡
等
名
、
問
師
旦
。
（
〉
封
氏
聞
見
記
《
卷
三
・
貢
擧
） 
 
貞
觀
二
十
年
（
六
四
六
）
、
文
才
あ
り
と
都
ま
で
名
が
聞
こ
え
て
い
た
張
昌
齡
と
王
公
瑾
と
が
科
擧
に
臨
ん
だ
。
〇
冀
州
進
士
〈
つ
ま
り
冀
州
で
の
鄕
試
を
突
破
し
た
鄕
貢
と
し
て
進
士
科
に
應
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
王
師
旦
は
兩
名
を
落
第
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
誰
に
も
わ
か
ら
ず
、
太
宗
も
兩
名
が
不
合
格
と
知
り
い
ぶ
か
し
ん
だ
。
す
る
と
王
師
旦
は
答
え
た
。 
 
 
師
旦
曰
、
此
輩
誠
有
詞
華
。
然
其
體
輕
薄
、
文
章
浮
豔
、
必
不
成
令
器
。
臣
擢
之
、
恐
後
生
倣
效
、
有
變
陛
下
風
俗
。 
 
兩
名
は
確
か
に
言
葉
は
華
や
か
な
も
の
の
中
身
は
輕
薄
で
浮
わ
つ
い
て
お
り
、
將
來
ま
っ
と
う
な
者
に
は
な
ら
な
い
、
も
し
及
第
さ
せ
る
と
他
の
士
大
夫
が
文
辭
華
麗
を
よ
し
と
し
て
模
倣
し
世
の
風
が
華
美
に
流
れ
て
し
ま
う
、
そ
れ
を
案
じ
る
た
め
で
あ
る
、
と
。
衆
目
は
張
王
兩
名
の
文
才
を
評
價
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し
及
第
間
違
い
な
し
と
見
て
い
た
。
し
か
し
王
師
旦
は
そ
の
點
を
評
價
せ
ず
落
第
と
し
た
。
そ
の
た
め
誰
も
落
第
理
由
に
思
い
到
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
才
の
有
無
や
文
章
の
華
麗
さ
に
及
第
落
第
の
基
準
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
、
士
大
夫
は
み
な
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 
 
ま
た
、
上
元
元
年
（
六
七
四
）
に
は
劉
嶢
が
科
擧
に
つ
い
て
上
疏
し
て
い
る
③
。
な
お
、
こ
の
時
期
、
科
擧
を
司
る
の
は
〇
禮
部
〈
で
は
な
く
〇
吏
部
〈
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
資
料
が
〇
禮
部
〈
と
す
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
〇
科
擧
を
司
っ
た
部
局
〈
を
指
す
と
考
え
て
お
く
。 
 
 
國
家
以
禮
部
爲
考
秀
之
門
、
考
文
章
於
甲
乙
。
故
天
下
響
應
、
驅
馳
於
才
藝
、
不
務
於
德
行
。
（
〉
通
典
《
卷
十
七
・
選
擧
五
） 
 
〇
國
家
、
禮
部
を
以
て
考
秀
の
門
と
爲
し
、
文
章
を
甲
乙
に
於
い
て
考
す
。
故
に
天
下
響
應
し
、
才
藝
に
驅
馳
し
、
德
行
に
務
め
ず
〈
國
が
科
擧
を
扱
う
部
局
を
人
材
確
保
機
關
と
し
文
章
の
出
來
具
合
で
上
下
を
判
定
す
る
、
そ
の
た
め
士
大
夫
は
才
藝
に
走
り
德
行
に
務
め
な
く
な
っ
た
と
劉
嶢
は
述
べ
る
。
才
藝
に
傾
斜
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
經
學
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。
劉
嶢
に
と
っ
て
そ
れ
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、 
 
 
今
捨
其
本
而
循
其
末
。
況
古
之
作
文
、
必
諧
風
雅
、
今
之
末
學
、
不
近
典
謨
。
勞
心
於
卉
木
之
間
、
極
筆
於
煙
雲
之
際
、
以
此
成
俗
、
斯
大
謬
也
。 
 
〇
今
、
其
の
本
を
捨
て
其
の
末
に
循
う
。
況
ん
や
古
の
文
を
作
す
は
、
必
ず
風
雅
に
諧か
な
い
、
今
の 
末
學
は
、
典
謨
に
近
か
ら
ず
〈
昨
今
の
士
大
夫
が
根
本
を
捨
て
て
順
序
と
し
て
は
本
來
最
後
で
あ
る
は
ず
の
物
事
に
な
び
き
、
昔
は
文
章
を
書
く
と
な
れ
ば
必
ず
風
雅
に
か
な
っ
て
い
た
の
に
當
節
は
士
大
夫
が
手
本
と
す
べ
き
經
書
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
德
行
や
經
學
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
現
狀
、
劉
嶢
は
そ
こ
を
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
〇
心
を
卉
木
の
士大夫にとっての科擧 
（ 4 ） 
間
に
勞
し
、
筆
を
煙
雲
の
際
に
極
め
、
此
れ
を
以
て
俗
を
成
す
は
、
斯
れ
大
い
に
謬
り
な
り
〈
と
述
べ
、
技
巧
に
走
る
詩
文
が
定
着
す
る
こ
と
を
誤
り
と
斷
じ
て
も
い
る
。
そ
う
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
士
大
夫
は
詩
文
創
作
に
注
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
劉
嶢
の
批
判
は
、
文
章
の
出
來
具
合
で
評
價
す
る
科
擧
の
取
士
基
準
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。 
 
こ
れ
ら
初
唐
期
の
科
擧
に
お
け
る
文
才
重
視
の
傾
向
は
、
試
驗
內
容
の
變
更
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
化
す
る
。 
 
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
、
劉
思
立
が
科
擧
の
試
驗
科
目
變
更
を
建
議
し
④
、
開
耀
元
年
（
六
八
一
）
よ
り
進
士
科
に
雜
文
二
首
を
作
成
す
る
試
驗
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
雜
文
試
が
實
質
上
の
詩
賦
試
へ
と
變
化
し
て
い
く
。 
 
詩
賦
作
成
が
出
題
さ
れ
た
の
は
、
光
宅
二
年
（
六
八
五
）
の
〇
高
松
賦
〈
が
最
も
早
い
例
と
思
わ
れ
る
⑤
。
以
後
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
賦
や
詩
の
作
成
を
求
め
る
こ
と
が
增
加
し
て
い
く
。
判
明
し
て
い
る
詩
賦
の
題
目
を
大
曆
ま
で
に
區
切
っ
て
以
下
に
列
擧
し
よ
う
⑥
。 
  
 
光
宅
二
年
（
六
八
五
） 
高
松
賦 
 
 
先
天
二
年
（
七
一
三
） 
出
師
賦 
長
安
早
春
詩 
 
 
開
元
二
年
（
七
一
四
） 
旗
賦 
 
 
開
元
四
年
（
七
一
六
） 
丹
甑
賦 
 
 
開
元
五
年
（
七
一
七
） 
止
水
賦 
 
 
開
元
七
年
（
七
一
九
） 
北
斗
城
賦 
 
 
開
元
十
二
年
（
七
二
四
） 
終
南
山
望
餘
雪
詩 
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開
元
十
三
年
（
七
二
五
） 
花
萼
樓
賦 
 
 
開
元
十
五
年
（
七
二
七
） 
灞
橋
賦 
 
 
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
） 
冰
壺
賦 
 
 
開
元
十
九
年
（
七
三
一
） 
仲
冬
時
令
賦 
洛
出
書
詩 
 
 
開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
） 
梓
材
賦 
武
庫
詩 
 
 
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
） 
明
堂
火
珠
詩 
 
 
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
） 
蓂
莢
賦 
美
玉
詩 
 
 
天
寶
六
載
（
七
四
七
） 
罔
兩
賦 
 
 
天
寶
十
載
（
七
五
一
） 
豹
舄
賦 
湘
靈
鼓
瑟
詩 
 
 
天
寶
十
五
載
（
七
五
六
） 
東
郊
迎
春
詩 
 
 
上
元
二
年
（
七
六
一
） 
迎
春
東
郊
詩 
 
 
寶
應
二
年
（
七
六
三
） 
日
中
有
王
字
賦 
 
 
大
曆
二
年
（
七
六
七
） 
射
隼
高
墉
賦 
長
至
日
上
公
獻
壽
詩 
 
 
大
曆
六
年
（
七
七
一
） 
初
日
照
露
盤
賦 
寒
夜
聞
霜
鐘
詩 
 
 
大
曆
八
年
（
七
七
三
） 
登
春
臺
賦 
禁
中
春
松
詩 
 
 
大
曆
九
年
（
七
七
四
） 
元
日
望
含
元
殿
御
扇
開
合
詩
（
上
都
試
） 
淸
明
日
賜
百
僚
新
火
詩
（
東
都
試
） 
 
 
大
曆
十
年
（
七
七
五
） 
五
色
土
賦
（
上
都
試
） 
日
觀
賦 
龜
負
圖
詩
（
東
都
試
） 
 
 
大
曆
十
二
年
（
七
七
七
） 
通
天
臺
賦 
小
苑
春
望
宮
池
柳
色
詩 
 
 
大
曆
十
四
年
（
七
七
九
） 
寅
賓
出
日
賦 
花
發
上
林
苑
詩 
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光
宅
二
年
（
六
八
五
）
の
〇
高
松
賦
〈
以
降
、
先
天
二
年
（
七
一
三
）
の
〇
出
師
賦
〈
〇
長
安
早
春
詩
〈
出
題
ま
で
、
詩
賦
の
作
成
が
課
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
開
元
か
ら
天
寶
に
か
け
て
增
加
し
、
大
曆
に
入
っ
た
頃
に
は
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
唐
前
期
に
書
か
れ
た
〉
封
氏
聞
見
記
《
は
、
進
士
科
に
つ
い
て
〇
又
、
舊
例
に
、
雜
文
を
試
み
る
は
、
一
詩
一
賦
、
或
い
は
兼
ね
て
頌
論
を
試
み
る
〈
⑦
と
述
べ
て
い
る
。
詩
賦
を
一
首
ず
つ
も
し
く
は
詩
賦
ど
ち
ら
か
一
首
と
頌
か
論
を
一
首
作
ら
せ
る
試
驗
內
容
が
中
唐
前
期
の
時
點
で
〇
舊
例
〈
で
あ
る
な
ら
、
定
着
は
當
然
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 
 
ま
た
、
同
書
は
〇
進
士
の
文
名
高
く
し
て
帖
に
落
ち
し
者
、
時
に
或
い
は
詩
を
試
み
放
過
せ
し
む
、
こ
れ
を
贖
帖
と
謂
う
〈
⑧
と
い
う
特
例
の
存
在
も
傳
え
る
。
進
士
科
に
は
雜
文
試
と
同
時
に
、
〉
禮
記
《
も
し
く
は
〉
左
傳
《
の
大
經
と
〉
論
語
《
に
關
す
る
帖
經
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
ざ
と
答
え
に
く
い
內
容
を
出
題
す
る
た
め
、
白
髮
頭
に
な
っ
て
も
及
第
し
な
い
者
が
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
進
士
科
應
試
者
は
帖
經
を
災
厄
と
み
な
し
て
い
た
⑨
。
し
か
も
こ
の
時
期
の
進
士
科
は
先
に
行
わ
れ
る
帖
經
を
通
過
で
き
て
は
じ
め
て
雜
文
試
を
受
け
る
と
い
う
二
段
階
選
拔
制
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
文
才
あ
り
と
名
高
い
者
に
限
っ
て
、
帖
經
に
落
ち
た
こ
と
を
詩
で
も
っ
て
贖
わ
せ
救
濟
し
た
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
よ
う
に
、
詩
賦
作
成
、
こ
と
に
詩
作
を
重
要
視
す
る
傾
向
が
色
濃
く
な
る
中
、
寶
應
二
年
（
七
六
三
）
、
禮
部
侍
郞
の
楊
綰
が
科
擧
に
つ
い
て
上
疏
し
て
い
る
。
文
中
、
楊
綰
は
雜
文
試
導
入
以
後
の
士
大
夫
の
有
り
樣
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
 
幼
能
就
學
、
皆
誦
當
代
之
詩
、
長
而
博
文
、
不
越
諸
家
之
集
。
遞
相
黨
與
、
用
致
虛
聲
、
六
經
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則
未
嘗
開
卷
、
三
史
則
皆
同
挂
壁
。
況
復
徵
以
孔
門
之
道
、
責
其
君
子
之
儒
者
哉
。
（
〉
册
府
元
龜
《
卷
六
四
〇
・
貢
擧
部
二
・
條
制
第
二
） 
 
〇
幼
く
し
て
能
く
學
に
就
く
も
、
皆 
當
代
の
詩
を
誦
し
、
長
じ
て
文
を
博
う
す
る
も
、
諸
家
の
集
を
越
え
ず
。
遞
い
に
相
い
黨
與
し
、
用
て
虛
聲
を
致
し
、
六
經
は
則
ち
未
だ
嘗
て
卷
を
開
か
ず
、
三
史
は
則
ち
皆 
同
に
壁
に
挂
く
。
況
ん
や
復
た
徵
す
る
に
孔
門
の
道
を
以
て
し
、
其
の
君
子
の
儒
を
責
む
る
者
を
や
〈
幼
尐
か
ら
當
今
の
詩
を
憶
え
、
文
學
と
い
っ
て
も
諸
々
の
別
集
が
せ
い
ぜ
い
、
な
じ
み
同
士
で
仲
間
褒
め
し
、
經
書
も
史
書
も
う
っ
ち
ゃ
っ
た
ま
ま
、
ま
し
て
や
儒
學
の
道
で
役
人
を
召
し
出
す
と
い
う
の
に
君
子
の
儒
を
求
め
る
者
な
ん
て
い
や
し
な
い
、
と
。
楊
綰
の
言
わ
ん
と
す
る
事
柄
は
前
述
し
た
劉
嶢
の
批
判
と
同
じ
で
あ
る
。
雜
文
試
導
入
以
來
、
詩
賦
を
重
ん
じ
る
風
潮
は
士
大
夫
間
に
根
を
下
ろ
し
、
も
は
や
拔
き
難
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
進
士
科
は
中
唐
に
入
っ
て
も
な
お
文
才
の
有
無
を
取
士
基
準
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
 
大
曆
年
間
に
は
、
科
擧
の
不
備
缺
陷
を
指
摘
し
詳
細
な
改
革
案
ま
で
盛
り
込
ん
だ
〇
擧
選
議
〈
を
趙
匡
が
著
し
て
い
る
。
そ
の
冐
頭
、
趙
匡
は
進
士
科
で
の
詩
賦
に
よ
る
取
士
を
批
判
し
て
い
る
。 
 
 
夫
才
智
因
習
就
、
固
然
之
理
。
進
士
者
時
共
貴
之
、
主
司
褒
貶
、
實
在
詩
賦
。
務
求
巧
麗
、
以
此
爲
賢
、
不
唯
無
益
於
用
、
實
亦
妨
其
正
習
、
不
唯
撓
其
淳
和
、
實
又
長
其
佻
思
。
（
〉
通
典
《
卷
十
七
・
選
擧
五
） 
 
〇
夫
れ
才
智
の
習
就
に
因
る
は
、
固
然
の
理
な
り
。
進
士
は
時
に
共
に
之
を
貴
ぶ
も
、
主
司
の
褒
貶
、
實
に
詩
賦
に
在
り
〈
才
能
や
聰
明
さ
が
習
い
し
た
が
う
こ
と
に
も
と
づ
く
の
は
元
來
當
然
の
道
理
だ
、
進
士
と
い
う
も
の
を
今
の
人
は
皆
大
切
に
す
る
が
、
科
擧
を
司
る
者
の
褒
貶
は
詩
賦
に
あ
る
、
と
。
こ
の
く
だ
り
に
續
け
て
、
〇
巧
麗
を
求
む
る
に
務
め
、
此
を
以
て
賢
と
爲
す
〈
詩
賦
の
巧
み
さ
士大夫にとっての科擧 
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華
麗
さ
を
求
め
る
こ
と
に
注
力
し
そ
れ
で
も
っ
て
才
能
有
り
と
み
な
す
の
は
、
〇
唯
だ
用
に
於
い
て
益
無
き
の
み
な
ら
ず
、
實
に
亦
た
其
の
正
習
を
妨
ぐ
る
の
み
、
唯
だ
其
の
淳
和
を
撓
む
る
の
み
な
ら
ず
、
實
に
又
た
其
の
佻
思
を
長
ぜ
し
む
る
の
み
〈
役
立
た
な
い
上
に
本
來
修
め
る
べ
き
こ
と
を
妨
げ
、
素
朴
穩
健
さ
を
ゆ
が
め
て
輕
薄
な
考
え
を
育
て
る
ば
か
り
だ
、
と
警
告
し
て
い
る
。
こ
の
趙
匡
の
指
摘
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。
知
貢
擧
に
よ
る
評
價
の
材
料
が
詩
賦
で
あ
り
、
し
か
も
批
判
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
る
進
士
科
の
狀
況
を
傳
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
 
楊
綰
と
趙
匡
の
主
張
に
は
、
雜
文
試
が
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
說
く
共
通
點
が
あ
る
。
科
擧
が
士
大
夫
の
あ
る
べ
き
姿
を
ゆ
が
め
、
經
學
の
素
養
を
顧
み
ず
德
行
無
視
を
招
く
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
士
大
夫
が
及
第
の
た
め
詩
賦
作
成
能
力
を
重
視
す
る
傾
向
に
齒
止
め
が
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
本
章
で
は
、
進
士
科
の
文
才
重
視
の
傾
向
が
唐
初
か
ら
あ
る
こ
と
、
雜
文
試
が
設
置
さ
れ
實
質
上
の
詩
賦
試
へ
變
化
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
結
果
、
詩
賦
作
成
能
力
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
以
上
の
三
點
を
確
認
し
た
。
次
章
以
降
、
制
度
面
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
變
化
が
士
大
夫
の
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
應
試
す
る
側
の
散
文
か
ら
見
て
い
こ
う
。 
  
 
 
 
２ 
 
科
擧
は
唐
初
よ
り
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
士
大
夫
は
何
故
か
科
擧
に
關
連
す
る
事
柄
を
詩
の
題
材
と
し
て
い
な
い
。
陳
子
昂
が
自
身
の
落
第
を
う
た
っ
た
永
淳
元
年
（
六
八
二
）
⑩
あ
た
り
か
ら
開
元
年
間
に
か
け
て
、
よ
う
や
く
見
え
始
め
る
⑪
。
こ
れ
は
散
文
に
お
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
前
章
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
な
制
度
に
關
す
る
上
疏
上
表
、
い
わ
ば
公
的
な
文
書
は
い
く
つ
も
傳
わ
っ
て
い
る
。
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し
科
擧
に
起
因
し
た
私
的
な
散
文
は
見
え
な
い
。
政
治
の
場
で
科
擧
に
關
す
る
論
議
が
提
出
さ
れ
る
一
方
、
私
的
な
文
章
に
は
科
擧
を
題
材
と
し
た
も
の
が
な
い
。
こ
の
差
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
初
唐
時
期
の
散
文
は
、
中
唐
以
降
と
比
べ
れ
ば
絶
對
數
が
尐
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
見
當
た
ら
な
い
唯
一
の
理
由
と
は
言
え
ま
い
。
詩
に
お
い
て
も
題
材
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
初
唐
の
頃
は
科
擧
を
き
っ
か
け
に
文
章
を
つ
づ
る
意
識
は
ま
だ
乏
し
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。 
 
こ
の
時
期
の
散
文
に
多
い
文
體
と
し
て
〇
序
〈
が
あ
る
。
中
で
も
〇
宴
序
〈
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
宴
會
の
場
で
參
加
者
た
ち
が
詠
ん
だ
詩
を
ま
と
め
、
そ
こ
に
附
す
形
で
書
か
れ
る
序
で
あ
る
。
送
別
の
宴
に
お
い
て
送
別
詩
と
あ
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
は
送
序
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
松
原
氏
の
〉
中
國
離
別
詩
の
成
立
《
⑫
に
詳
し
い
。 
 
科
擧
も
別
れ
を
生
む
。
擧
人
が
試
驗
の
行
わ
れ
る
地
へ
向
け
出
立
す
る
。
あ
る
い
は
及
第
落
第
を
報
告
す
る
た
め
歸
省
す
る
。
〇
宴
席
で
詩
を
作
る
〈
〇
送
別
の
宴
を
開
く
〈
〇
詩
序
を
作
る
〈
と
い
っ
た
習
慣
が
廣
ま
る
に
つ
れ
、
見
送
る
者
が
詩
を
詠
み
序
を
作
り
相
手
へ
の
餞
と
す
る
こ
と
が
增
え
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
詩
文
の
中
で
科
擧
に
言
及
し
た
り
、
相
手
へ
の
激
勵
や
贊
辭
や
慰
め
を
つ
づ
る
こ
と
も
當
然
起
こ
っ
て
く
る
。
た
だ
、
初
唐
の
頃
に
そ
の
動
き
は
な
い
。
書
か
れ
始
め
る
の
は
開
元
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
應
試
及
第
落
第
に
よ
り
別
離
が
生
じ
た
際
の
送
序
を
以
下
に
列
擧
し
て
み
よ
う
⑬
。 
  
陶
翰
（
？
～
？
） 
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
進
士
及
第
。
開
元
十
八
年
に
進
士
科
に
及
第
し
た
陶
翰
は
、
落
第
し
た
知
人
が
故
鄕
へ
歸
る
の
を
見
送
っ
た
際
、
送
序
を
書
い
て
い
る
。 
 
 
〇
送
王
大
拔
萃
不
第
歸
睢
陽
序
〈 
士大夫にとっての科擧 
（ 10 ） 
 
 
〇
送
盧
涓
落
第
東
還
序
〈 
 
 
〇
送
謝
氏
昆
季
下
第
歸
南
陽
序
〈 
 
 
〇
送
田
八
落
第
東
歸
序
〈 
（
以
上
〉
文
苑
英
華
《
卷
七
二
〇
） 
 
李
白
（
七
〇
一
～
七
六
二
） 
 
 
〇
秋
日
於
太
原
南
柵
餞
陽
曲
王
贊
公
賈
尐
公
石
艾
尹
尐
公
應
舉
赴
上
都
序
〈 
（
〉
李
太
白
集
分
類
補
註
《
卷
二
十
七
） 
 
任
華
（
？
～
？
） 
李
白
、
杜
甫
と
同
年
代
。
兩
者
に
寄
せ
た
詩
が
あ
る
。 
 
 
〇
夏
夜
對
雨
餞
李
玕
擢
第
還
鄭
州
序
〈 
（
〉
文
苑
英
華
《
卷
七
二
二
） 
 
蕭
穎
士
（
七
一
七
～
七
八
〇
） 
 
 
〇
送
族
弟
旭
帖
經
下
第
東
歸
序
〈
（
〉
唐
文
粹
《
卷
九
十
八
） 
 
獨
孤
及
（
七
二
五
～
七
七
七
） 
 
 
〇
送
張
泳
赴
舉
入
關
序
〈 
（
〉
毘
陵
集
《
卷
第
十
四
） 
 
梁
肅
（
七
五
三
～
七
九
三
） 
 
 
〇
送
韋
十
六
進
士
及
第
後
東
歸
序
〈 
 
 
〇
送
元
錫
赴
舉
序
〈 
（
以
上
〉
文
苑
英
華
《
卷
七
二
六
） 
 
權
德
輿
（
七
五
九
～
八
一
八
） 
 
 
〇
送
從
兄
南
仲
登
科
後
歸
汝
州
舊
居
序
〈 
 
 
〇
送
三
從
弟
長
孺
擢
第
後
歸
徐
州
覲
省
序
〈 
（
以
上
〉
權
載
之
文
集
《
卷
三
十
七
） 
 
 
〇
送
劉
秀
才
登
科
後
侍
從
赴
東
京
覲
省
序
〈 
（
〉
權
載
之
文
集
《
卷
三
十
八
） 
 
 
〇
送
邱
潁
應
制
舉
序
〈 
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〇
送
陳
秀
才
應
舉
序
〈 
 
 
〇
送
鈕
秀
才
謁
信
州
陸
員
外
便
赴
舉
序
〈 
 
 
〇
送
獨
孤
孝
廉
應
舉
序
〈 
（
以
上
〉
權
載
之
文
集
《
卷
三
十
九
） 
  
盛
唐
の
陶
翰
や
李
白
の
も
の
が
最
初
期
に
位
置
し
、
中
唐
前
期
に
か
け
て
徐
々
に
增
加
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
中
に
、
科
擧
は
學
問
の
爭
い
と
述
べ
た
例
が
見
え
る
。
天
寶
十
二
載
（
七
五
三
）
に
書
か
れ
た
獨
孤
及
の
〇
送
張
泳
赴
舉
入
關
序
〈
で
あ
る
。
張
泳
が
應
じ
た
の
は
進
士
科
と
明
經
科
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。 
 
冐
頭
で
次
の
よ
う
に
言
う
。 
 
 
彼
馳
騖
乎
士
林
者
、
鮮
不
爭
九
流
之
勝
負
、
狥
三
川
之
聲
利
。 
 
科
擧
に
赴
く
者
へ
の
送
序
で
あ
る
か
ら
、
〇
彼
の
士
林
に
馳
騖
す
る
者
〈
と
は
應
試
す
る
士
大
夫
全
般
を
指
す
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
者
は
〇
九
流
の
勝
負
を
爭
い
三
川
の
聲
利
に
狥した
が
わ 
ざ
る
は
鮮
し
〈
と
い
う
姿
で
あ
っ
た
。
〇
九
流
〈
と
は
あ
ま
た
の
學
問
を
總
稱
し
た
言
葉
で
、
〉
漢
書
《
敍
傳
に
〇
劉
向 
籍
を
司
り
、
九
流 
以
て
別
る
〈
と
あ
る
の
に
基
づ
く
⑭
。
ま
た
、
〇
三
川
之
聲
利
〈
と
は
鮑
照
の
詩
〇
詠
史
〈
で
〇
三
川 
聲
利
を
養
う
〈
つ
ま
り
黃
河
、
洛
水
、
伊
水
の
あ
た
り
で
は
名
聲
利
益
を
求
め
る
者
を
養
成
輩
出
し
て
い
る
と
う
た
っ
た
の
を
典
故
と
す
る
⑮
。
獨
孤
及
は
、
應
試
す
る
士
大
夫
は
學
問
で
勝
ち
負
け
を
爭
い
名
聲
利
益
に
す
り
寄
る
者
ば
か
り
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
科
擧
を
〇
學
問
で
勝
負
を
爭
う
〈
と
み
な
し
て
い
る
點
が
興
味
深
い
。
こ
の
送
序
が
書
か
れ
た
天
寶
末
期
、
岑
參
が
す
で
に
〇
科
擧
は
戰
い
〈
と
の
認
識
を
詩
に
う
た
っ
て
い
る
。
別
の
士
大
夫
が
私
的
な
散
文
に
お
い
て
同
樣
の
意
識
を
表
明
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
意
識
が
士
士大夫にとっての科擧 
（ 12 ） 
大
夫
間
に
相
當
程
度
浸
透
し
て
い
た
證
と
言
え
る
。 
 
ま
た
、
〇
科
擧
は
戰
い
〈
だ
け
で
は
な
く
〇
及
第
は
勝
利
〈
と
ま
で
述
べ
る
例
と
し
て
、
權
德
輿
の
文
章
を
擧
げ
よ
う
。 
 
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
に
書
か
れ
た
〇
暮
春
陪
諸
公
遊
龍
沙
熊
氏
淸
風
亭
詩
序
〈
（
〉
權
載
之
文
集
《
卷
三
十
五
）
は
、
權
德
輿
が
江
西
觀
察
使
李
兼
の
幕
僚
と
し
て
洪
州
に
あ
っ
た
頃
の
作
で
あ
る
。
か
つ
て
戴
叔
倫
と
蕭
元
植
と
が
合
資
し
て
造
營
し
現
在
は
秀
才
熊
氏
所
有
の
淸
風
亭
、
權
德
輿
ら
は
そ
の
亭
で
宴
を
催
し
た
。
熊
氏
は
秀
才
、
つ
ま
り
ま
だ
進
士
科
及
第
を
果
た
し
て
い
な
い
身
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
權
德
輿
は
文
中
で
〇
而
し
て
主
人
是
に
生
ま
れ
是
に
習
い
、
其
の
修
身
學
文
、
固
よ
り
人
よ
り
一
等
を
加
う
。
况
ん
や
其
れ
志 
螢
雪
の
下
に
勵
し
、
業 
薪
水
の
餘
に
成
せ
ば
、
則
ち
甲
科
令
名
、
指
顧
に
在
る
が
如
し
〈
と
、
熊
氏
が
よ
い
環
境
で
勉
學
に
勵
み
ひ
た
す
ら
研
鑽
に
努
め
て
い
る
の
で
及
第
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
、
と
持
ち
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
く
だ
り
に
續
け
て
、 
 
 
是
會
也
、
有
御
史
府
楊
君
、
薛
君
、
環
列
崔
君
、
校
理
魏
君
、
皆
以
文
發
身
、
或
再
戰
再
克
。
予
與
皇
甫
君
、
不
由
是
進
、
亦
陪
其
歡
。 
と
述
べ
る
。
こ
の
集
ま
り
に
參
加
し
て
い
た
者
の
う
ち
、
楊
・
薛
・
崔
・
魏
の
四
人
は
〇
皆
文
を
以
て
身
を
發
し
、
或
い
は
再
戰
し
再
克
す
〈
と
い
う
者
で
あ
っ
た
。
一
方
、
權
德
輿
と
皇
甫
某
は
〇
是
の
進
に
由
ら
ざ
る
〈
身
な
が
ら
興
趣
を
と
も
に
し
た
者
で
あ
っ
た
。 
 
〇
御
史
府
楊
君
〈
と
は
大
曆
六
年
に
進
士
科
及
第
を
果
た
し
た
楊
於
陵
の
こ
と
で
あ
る
⑯
。
當
時
、
侍
御
史
、
著
作
郞
と
し
て
江
西
觀
察
使
李
兼
の
幕
府
に
あ
り
、
權
德
輿
の
同
僚
で
あ
っ
た
⑰
。
楊
於
陵
が
す
で
に
及
第
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
〇
文
學
で
起
家
し
た
、
あ
る
い
は
戰
っ
て
勝
っ
た
者
〈
と
は
及
第
濟
み
の
者
を
指
す
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
そ
し
て
〇
是
の
進
に
由
ら
ざ
る
〈
權
德
輿
と
皇
甫
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某
は
及
第
し
て
い
な
い
た
め
前
四
者
と
分
け
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
事
實
、
權
德
輿
は
生
涯
を
通
じ
て
及
第
し
て
い
な
い
。 
 
注
視
す
べ
き
は
科
擧
及
第
を
〇
戰
〈
〇
克
〈
と
表
現
す
る
點
で
あ
る
。
權
德
輿
も
ま
た
〇
科
擧
は
戰
い
〈
〇
及
第
は
勝
利
〈
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
前
述
の
獨
孤
及
の
例
と
同
じ
く
、
こ
の
認
識
を
言
葉
に
出
し
て
い
る
點
に
價
値
が
あ
る
。
文
事
で
あ
る
科
擧
を
戰
い
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
な
ど
、
岑
參
が
そ
う
表
現
す
る
ま
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
岑
參
以
後
は
他
者
の
詩
文
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
士
大
夫
は
〇
科
擧
及
第
は
戰
勝
〈
と
い
う
共
通
の
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
が
散
文
に
お
い
て
も
盛
唐
の
終
わ
り
か
ら
中
唐
初
期
に
か
け
て
見
え
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
は
や
は
り
こ
の
時
期
に
變
化
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
科
擧
に
起
因
し
て
詩
文
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
こ
の
變
化
を
含
み
つ
つ
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 
 
權
德
輿
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
資
料
が
あ
る
。
先
に
擧
げ
た
〇
送
陳
秀
才
應
擧
序
〈
で
あ
る
。
こ
の
送
序
は
〇
今
年
秋
、
車
を
江
濆
に
驅
り
、
賦
を
京
師
に
獻
ず
る
に
、
予
の
柴
門
を
叩
き
、
惠
然
と
し
て
別
れ
ら
る
〈
と
言
う
點
か
ら
、
權
德
輿
が
江
南
に
あ
っ
た
貞
元
七
年
（
七
九
一
）
の
秋
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
斷
さ
れ
る
。
陳
秀
才
に
つ
い
て
は
、
進
士
科
に
應
試
す
る
者
と
い
う
こ
と
以
外
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。 
 
權
德
輿
は
陳
秀
才
に
對
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。 
 
 
文
章
之
道
取
士
、
其
來
舊
矣
。
或
材
不
兼
行
、
然
其
得
之
者
、
亦
已
大
半
。
故
筮
仕
之
目
、
以
東
堂
甲
科
爲
美
談
。
潁
川
陳
侯
、
以
色
養
力
行
之
餘
、
輒
工
詩
賦
、
長
波
淸
瀾
、
浩
浩
不
窮
。 
 
冐
頭
で
〇
文
章
の
道
も
て
士
を
取
る
に
、
其
の
來
た
る
は
舊
し
〈
と
、
昔
か
ら
文
章
で
人
材
登
用
士大夫にとっての科擧 
（ 14 ） 
し
て
い
た
點
に
觸
れ
る
。
續
け
て
〇
或
る
も
の 
材 
行
い
を
兼
ね
ず
、
然
れ
ど
も
其
の
之
を
得
る
者
も
、
亦
た
已
に
大
半
た
り
〈
と
、
文
才
の
み
で
行
い
を
兼
備
し
て
い
な
い
の
に
役
人
と
な
っ
た
者
が
大
半
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
〇
筮
仕
の
目
、
東
堂
甲
科
⑱
を
以
て
美
談
と
爲
す
〈
官
途
の
振
り
出
し
が
進
士
科
首
席
及
第
で
あ
る
こ
と
が
褒
め
そ
や
さ
れ
る
、
と
述
べ
る
。
〇
東
堂
甲
科
〈
を
得
れ
ば
、
才
能
と
行
い
を
兼
備
し
た
優
れ
た
人
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
そ
し
て
こ
こ
で
考
え
て
お
く
べ
き
は
、
陳
秀
才
の
何
を
稱
揚
し
て
い
る
か
と
い
う
點
で
あ
る
。
權
德
輿
は
陳
秀
才
が
〇
色
養
力
行
の
餘
を
以
て
、
輒
ち
詩
賦
に
工
み
た
り
、
長
波
淸
瀾
、
浩
浩
と
し
て
窮
ら
ず
〈
儒
學
の
敎
え
に
沿
っ
て
親
に
よ
く
仕
え
行
い
に
努
め
る
一
方
、
詩
賦
作
成
が
巧
み
だ
、
と
褒
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
進
士
科
に
臨
む
陳
秀
才
に
對
し
、
文
學
に
關
す
る
才
能
の
中
で
も
特
に
詩
賦
作
成
を
稱
贊
し
て
み
せ
た
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
進
士
科
が
作
詩
能
力
を
求
め
、
し
か
も
そ
の
能
力
が
及
第
を
左
右
す
る
と
い
う
實
態
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
進
士
科
に
應
じ
る
者
へ
の
送
序
で
詩
才
を
褒
め
る
こ
と
が
激
勵
と
し
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
士
大
夫
が
私
的
な
散
文
に
お
い
て
、
進
士
科
及
第
に
は
詩
賦
作
成
の
能
力
が
大
事
、
と
い
う
認
識
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
〇
戰
勝
〈
表
現
と
同
樣
に
、
科
擧
に
對
す
る
意
識
が
變
化
し
て
い
る
證
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
よ
い
。 
 
次
章
で
は
、
も
う
尐
し
後
の
時
代
の
、
柳
宗
元
の
場
合
を
見
て
い
こ
う
。 
  
 
 
 
３ 
 
詩
に
お
い
て
〇
科
擧
は
戰
い
〈
と
詠
ん
だ
の
は
岑
參
が
嚆
矢
で
あ
る
。
岑
參
の
場
合
、
實
際
の
戰
鬪
に
見
立
て
て
科
擧
を
名
譽
獲
得
の
た
め
の
戰
い
と
と
ら
え
て
い
た
。
そ
し
て
岑
參
以
降
の
士
大
夫
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も
科
擧
を
戰
い
と
表
現
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
散
文
の
場
合
で
は
獨
孤
及
や
權
德
輿
を
早
い
例
と
し
て
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
で
取
り
あ
げ
る
柳
宗
元
も
ま
た
知
人
の
應
試
及
第
落
第
に
際
し
て
送
序
を
多
く
殘
し
て
い
る
。
詩
序
五
十
一
首
の
大
半
が
送
序
で
、
し
か
も
流
謫
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
が
數
多
い
。
流
謫
後
に
送
序
が
尐
な
い
の
は
、
知
人
と
の
直
接
交
流
が
減
尐
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
五
十
一
首
の
う
ち
、
應
試
及
第
落
第
を
き
っ
か
け
と
す
る
も
の
は
以
下
の
十
首
で
あ
る
。
な
お
、
科
擧
に
起
因
し
て
詠
ん
だ
詩
は
ひ
と
つ
も
傳
わ
っ
て
い
な
い
。 
  
 
〇
送
苑
論
登
第
後
歸
覲
詩
序
〈 
 
 
〇
送
蕭
鍊
登
第
後
南
歸
序
〈 
 
 
〇
送
班
孝
廉
擢
第
歸
東
川
覲
省
序
〈
（
以
上
〉
柳
河
東
集
《
卷
二
十
二 
序
） 
 
 
〇
送
嚴
公
貺
下
第
歸
興
元
覲
省
詩
序
〈 
 
 
〇
送
元
秀
才
下
第
東
歸
序
〈 
 
 
〇
送
辛
殆
庶
下
第
遊
南
鄭
序
〈 
 
 
〇
送
崔
子
符
罷
舉
詩
序
〈 
 
 
〇
送
蔡
秀
才
下
第
歸
覲
序
〈 
 
 
〇
送
韋
七
下
第
求
益
友
序
〈 
 
 
〇
送
辛
生
下
第
序
略
〈
（
以
上
〉
柳
河
東
集
《
卷
二
十
三 
序
） 
  
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
、
柳
宗
元
は
進
士
科
に
及
第
し
た
。
こ
の
時
の
狀
元
で
友
人
で
も
あ
っ
た
苑
論
が
報
告
の
た
め
歸
省
す
る
。
〇
送
苑
論
登
第
後
歸
覲
詩
序
〈
は
そ
の
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
士大夫にとっての科擧 
（ 16 ） 
る
。 
 
 
明
年
春
、
同
趨
權
衡
之
下
、
並
就
重
輕
之
試
。
觀
其
掉
鞅
于
術
藝
之
場
、
遊
刃
乎
文
翰
之
林
。
風
雨
生
於
筆
札
、
雲
霞
發
於
簡
牘
、
左
右
圜
視
、
朋
儕
拱
手
、
甚
可
壯
也
。 
 
擧
場
で
才
能
を
見
せ
つ
け
る
苑
論
の
姿
を
〇
其
の
鞅
を
術
藝
の
場
に
掉た
だ
し
、
刃
を
文
翰
の
林
に
遊 
ば
す
を
觀
る
〈
と
描
寫
し
て
い
る
。
苑
論
は
省
試
の
場
に
あ
っ
て
な
お
餘
裕
が
あ
り
、
肉
を
切
り
分
け
る
刃
を
自
在
に
操
る
か
の
よ
う
に
文
才
を
發
揮
し
た
。
筆
を
振
る
う
中
に
風
雨
が
生
じ
、
雲
や
霞
が
文
章
よ
り
發
す
る
か
の
よ
う
、
左
右
を
睥
睨
す
れ
ば
應
試
し
て
い
る
者
た
ち
も
拱
手
し
、
そ
れ
は
見
事
な
樣
子
で
あ
っ
た
。
同
年
の
狀
元
た
る
苑
論
へ
の
こ
れ
ら
の
稱
贊
は
、
柳
宗
元
の
實
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。 
 
こ
こ
に
見
え
る
〇
掉
鞅
〈
と
は
餘
裕
あ
る
態
度
を
保
ち
つ
つ
事
に
臨
む
こ
と
を
言
う
。
〉
左
傳
《
に
見
え
る
、
許
伯
と
樂
伯
と
攝
叔
と
が
宣
戰
布
告
に
際
し
て
交
わ
し
た
や
り
と
り
に
由
來
す
る
⑲
。
ま
た
、
〇
遊
刃
〈
は
〉
莊
子
《
養
生
主
篇
に
典
故
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
章
を
つ
づ
る
筆
を
〇
肉
を
切
り
分
け
る
刃
〈
に
見
立
て
て
表
現
し
て
い
る
⑳
。
擧
場
に
お
け
る
苑
論
の
姿
を
描
寫
す
る
た
め
に
、
柳
宗
元
は
何
故
戰
場
で
の
出
來
事
に
ち
な
ん
だ
表
現
や
刃
物
の
切
れ
の
良
さ
を
持
ち
出
し
た
の
か
。
進
士
及
第
を
目
指
す
場
に
お
い
て
そ
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
表
現
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
中
唐
以
降
、
進
士
科
は
詩
賦
作
成
能
力
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
〇
術
藝
の
場
〈
〇
文
翰
の
林
〈
と
は
、
單
な
る
試
驗
會
場
の
雅
稱
で
は
な
く
、
應
試
者
が
そ
れ
ぞ
れ
文
藝
の
才
能
を
發
揮
す
る
場
と
と
ら
え
て
い
る
ゆ
え
の
表
現
で
あ
る
と
見
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。 
 
貞
元
十
二
年
（
七
九
六
）
、
柳
宗
元
は
か
つ
て
江
州
で
知
り
合
っ
た
蕭
鍊
の
登
第
後
に
〇
送
蕭
鍊
『中国言語文化研究』第９号 
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登
第
後
南
歸
序
〈
を
書
く
。
文
中
、
蕭
鍊
と
再
會
し
た
場
面
を
、 
 
 
遇
兄
於
澤
宮
之
中
。 
と
つ
づ
る
。
こ
の
〇
澤
宮
〈
と
は
、
〉
周
禮
《
に
典
故
を
持
つ
語
で
、
士
を
選
ぶ
場
を
指
す
㉑
。
つ
ま
り
柳
宗
元
は
蕭
鍊
と
都
で
の
省
試
に
て
再
會
し
た
の
で
あ
る
。
再
會
後
、
蕭
鍊
は
、 
 
 
自
是
戰
藝
三
北
、
左
次
陋
巷
。 
〇
藝
を
戰
わ
せ
三
た
び
北 に
げ
、
陋
巷
に
左
次
す
〈
と
い
う
境
遇
に
落
ち
た
。
裏
町
に
逼
塞
し
た
の
で
あ
る
。
柳
宗
元
は
〇
余 
亟し
ば
し
ば
其
の
居
に
會
う
〈
と
、
何
度
も
蕭
鍊
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
そ 
の
後
、
蕭
鍊
は
〇
時
を
逾
え
て
名
は
太
常
に
擢
せ
ら
〈
れ
た
。
題
が
示
す
よ
う
に
及
第
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
〇
戰
藝
三
北
〈
と
は
、
科
擧
に
挑
戰
し
三
度
失
敗
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
以
外
に
な
い
。
ま
た
、
〇
藝
を
戰
わ
せ
三
た
び
北
ぐ
〈
と
の
表
現
は
、
や
は
り
柳
宗
元
も
岑
參
同
樣
に
〇
科
擧
と
は
戰
い
〈
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
證
と
言
え
よ
う
。
〇
送
苑
論
登
第
後
歸
覲
詩
序
〈
に
お
い
て
文
事
を
武
事
で
比
喩
し
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
意
識
が
影
響
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。 
 
こ
の
〇
戰
藝
〈
の
語
は
、
長
安
時
代
の
作
で
あ
る
〇
送
蔡
秀
才
下
第
歸
覲
序
〈
に
も
見
え
る
。 
 
 
今
蔡
君
馳
聲
耀
譽
、
聞
於
公
卿
、
戰
藝
之
徒
、
推
爲
先
登
。 
 
蔡
秀
才
は
高
官
に
聞
こ
え
る
ほ
ど
名
を
あ
げ
て
お
り
、
〇
戰
藝
の
徒
〈
は
先
に
登
る
者
と
み
な
し
て
い
た
。
登
る
先
は
無
論
〇
第
〈
で
あ
る
。
柳
宗
元
は
、
科
擧
と
は
〇
藝
で
も
っ
て
す
る
戰
い
〈
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
貞
元
十
三
年
に
書
か
れ
た
〇
送
辛
殆
庶
下
第
遊
南
鄭
序
〈
で
は
及
第
を
〇
克
〈
と
表
現
し
て
い
る
。 
士大夫にとっての科擧 
（ 18 ） 
 
 
朝
廷
用
文
字
求
士
。
每
歲
、
布
衣
束
帶
、
偕
計
吏
而
造
有
司
者
、
僅
半
孔
徒
之
數
。
春
官
上
大
夫
、
擢
甲
乙
而
升
司
徒
者
、
於
孔
氏
高
第
、
亦
再
倍
焉
。
僕
在
京
師
、
凡
九
年
于
今
、
其
間
得
意
者
二
百
有
六
十
人
。
其
果
以
文
克
者
、
十
不
能
一
二
。
嘗
從
俊
造
之
後
、
頗
涉
藝
文
之
事
、
四
貢
鄕
里
而
後
獲
焉
。 
 
朝
廷
は
文
事
で
士
大
夫
を
採
用
す
る
。
そ
の
た
め
中
央
へ
上
っ
て
く
る
者
は
每
年
一
千
五
百
に
達
し
、
そ
の
う
ち
禮
部
の
試
驗
を
く
ぐ
り
拔
け
る
の
は
約
百
四
十
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
柳
宗
元
が
都
に
あ
っ
た
九
年
間
の
〇
意
を
得
た
者
〈
は
二
百
六
十
名
。
〇
文
を
以
て
克
ち
し
者
〈
は
應
試
し
た
者
の
十
分
の
一
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
〉
登
科
記
考
《
に
據
れ
ば
、
貞
元
四
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
進
士
及
第
者
は
合
計
二
百
五
十
五
名
で
あ
る
。
そ
し
て
柳
宗
元
自
身
、
及
第
を
目
指
し
て
〇
藝
文
〈
を
涉
獵
し
、
鄕
貢
と
し
て
四
度
挑
み
よ
う
や
く
〇
文
を
以
て
克
〈
つ
、
つ
ま
り
及
第
を
得
た
の
で
あ
る
。
及
第
を
勝
利
と
す
る
の
は
岑
參
以
來
の
表
現
で
あ
り
、
柳
宗
元
も
同
樣
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
 
そ
し
て
こ
の
送
序
の
中
で
は
辛
殆
庶
の
姿
を
、 
 
 
戰
術
藝
之
場
、
莫
與
爭
鋒
。 
と
描
寫
し
て
い
る
。
〇
術
藝
の
場
に
戰
う
に
〈
科
擧
の
試
驗
場
に
お
い
て
〇
與
に
鋒
を
爭
う
莫
し
〈
辛
殆
庶
に
か
な
う
者
は
い
な
か
っ
た
。
〇
鋒
を
爭
う
〈
と
は
無
論
本
來
は
武
器
で
の
戰
い
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
文
事
を
武
事
に
な
ぞ
ら
え
、
科
擧
が
戰
い
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
初
に
取
り
あ
げ
た
〇
送
苑
論
登
第
後
歸
覲
詩
序
〈
に
お
い
て
、
戰
場
で
の
逸
話
を
典
故
と
し
た
〇
掉
鞅
〈
、
筆
を
刃
物
に
見
立
て
た
〇
遊
刃
〈
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
る
の
と
同
じ
表
現
で
あ
る
。
試
驗
會
場
を
〇
術
藝
の
場
〈
と
表
現
す
る
理
由
も
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 
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さ
ら
に
、
柳
宗
元
が
長
安
在
住
時
に
韋
中
立
へ
贈
っ
た
〇
送
韋
七
下
第
求
益
友
序
〈
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
送
序
で
は
〇
不
勝
〈
の
語
を
三
度
繰
り
返
し
て
い
る
。
柳
宗
元
は
ま
ず
進
士
科
に
應
じ
る
者
が
、 
 
 
咸
多
爲
文
辭
、
道
今
語
古
、
角
夸
麗
、
務
富
厚
。 
 
〇
咸
な
多
く
文
辭
を
爲
し
、
今
を
道
い
古
え
を
語
り
、
夸
麗
を
角
い
、
冨
厚
に
務
む
〈
み
な
詩
文
を
多
作
し
、
そ
の
中
で
古
今
の
諸
事
に
觸
れ
、
華
麗
さ
を
爭
い
充
實
し
た
內
容
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
と
描
寫
す
る
。
次
い
で
、
試
驗
官
は
そ
う
い
う
擧
人
の
答
案
を
十
分
の
一
も
讀
む
こ
と
は
で
き
ず
疲
れ
果
て
る
と
說
く
。
そ
こ
で
柳
宗
元
は
韋
中
立
に
助
言
す
る
。 
 
 
唯
聲
先
焉
者
、
讀
至
其
文
辭
、
心
目
必
專
、
以
故
尐
不
勝
。 
 
〇
唯
だ
聲
の
先
ん
ず
る
者
の
み
、
讀
み
て
其
の
文
辭
に
至
り
、
心
目
必
ず
專
ら
に
す
、
故
を
以
て
勝
た
ざ
る
こ
と
尐
な
し
〈
つ
ま
り
應
試
す
る
時
點
で
す
で
に
有
名
で
あ
れ
ば
、
試
驗
官
は
し
っ
か
り
讀
む
、
そ
う
な
れ
ば
相
手
の
胸
中
腦
裏
を
獨
占
で
き
る
の
で
〇
不
勝
〈
と
な
る
こ
と
は
尐
な
い
、
と
の
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
助
言
を
呈
す
る
の
は
、
韋
中
立
は
文
章
も
行
い
も
立
派
で
あ
っ
た
も
の
の
、 
 
 
然
而
進
三
年
連
不
勝
。 
三
年
連
續
し
て
〇
不
勝
〈
と
い
う
狀
況
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、 
 
 
或
以
韋
生
之
不
勝
、
爲
有
司
罪
。 
韋
中
立
の
〇
不
勝
〈
を
試
驗
官
の
罪
だ
と
考
え
る
者
さ
え
い
た
。
送
序
の
題
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
〇
不
勝
〈
は
す
べ
て
科
擧
に
失
敗
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
柳
宗
元
が
そ
う
表
現
す
る
の
は
、
科
擧
及
第
は
勝
利
と
い
う
認
識
が
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
も
は
や
言
う
ま
で
も
な
い
。
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ま
た
、
先
に
名
を
知
ら
し
め
〇
文
辭
〈
を
主
司
に
讀
ま
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
說
く
。
文
才
の
必
要
性
に
言
及
す
る
の
は
、
無
論
、
進
士
科
が
詩
賦
作
成
能
力
を
重
視
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
れ
ら
、
柳
宗
元
が
言
及
す
る
科
擧
及
第
を
戰
勝
と
と
ら
え
て
い
た
意
識
、
そ
の
た
め
に
文
藝
面
で
の
才
能
が
必
要
と
い
う
意
識
は
、
當
時
の
士
大
夫
が
多
か
れ
尐
な
か
れ
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
ら
は
柳
宗
元
の
散
文
に
お
い
て
突
如
と
し
て
表
面
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
盛
唐
の
入
り
口
あ
た
り
か
ら
科
擧
に
起
因
し
た
詩
文
が
徐
々
に
作
ら
れ
始
め
る
。
そ
の
數
が
次
第
に
增
加
す
る
。
そ
の
中
で
、
岑
參
が
科
擧
及
第
を
戰
勝
と
言
う
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
獨
孤
及
や
權
德
輿
も
そ
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
柳
宗
元
に
到
っ
て
は
、
科
擧
は
文
藝
で
も
っ
て
戰
い
勝
つ
も
の
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
認
識
を
制
度
に
對
す
る
意
見
の
中
で
表
明
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
的
な
散
文
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
點
に
價
値
が
あ
る
。
中
唐
の
士
大
夫
に
と
っ
て
そ
れ
ら
が
特
殊
な
と
ら
え
方
で
は
な
く
、
ご
く
普
遍
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。 
  
 
 
 
お
わ
り
に 
 
唐
代
を
通
じ
て
科
擧
は
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
科
擧
に
つ
い
て
、
士
大
夫
は
盛
唐
に
入
っ
た
頃
か
ら
詩
の
題
材
と
し
始
め
、
私
的
な
散
文
で
も
觸
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
應
試
及
第
落
第
に
よ
っ
て
生
じ
る
別
離
は
、
送
別
詩
や
送
序
で
科
擧
に
言
及
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
そ
の
中
で
科
擧
及
第
を
戰
勝
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
文
藝
で
も
っ
て
戰
勝
す
る
、
と
ま
で
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
何
故
初
唐
の
頃
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
盛
唐
以
降
に
增
え
た
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の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、
進
士
科
に
お
け
る
雜
文
試
の
導
入
と
そ
の
詩
賦
試
化
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
士
大
夫
に
よ
る
科
擧
關
連
の
詩
文
が
出
て
く
る
の
は
導
入
後
で
あ
り
、
そ
の
數
は
詩
賦
試
化
と
步
調
を
合
わ
せ
て
增
加
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
に
轉
換
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
 
ま
た
、
盛
唐
中
盤
以
降
、
士
大
夫
は
科
擧
を
戰
と
み
な
す
意
識
を
表
に
出
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
科
擧
を
實
際
の
戰
の
代
替
物
と
認
識
し
て
い
た
ゆ
え
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
唐
初
、
例
え
ば
魏
徵
が
〇
述
懷
〈
で
〇
筆
を
投
じ
戎
軒
を
事
と
す
〈
と
う
た
っ
た
よ
う
に
、
戰
に
從
事
し
功
績
を
立
て
國
に
貢
獻
す
る
こ
と
は
士
大
夫
の
爲
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
和
な
世
の
中
で
は
そ
の
機
會
も
な
い
。
功
績
を
立
て
る
の
は
戰
場
で
は
な
い
別
の
場
で
あ
る
。
士
大
夫
は
そ
の
場
を
科
擧
に
求
め
た
。
そ
う
い
う
狀
況
を
背
景
に
持
ち
つ
つ
、
盛
唐
後
半
、
岑
參
が
戰
場
で
の
功
績
獲
得
と
科
擧
及
第
を
同
一
視
し
て
詩
に
う
た
う
。
中
唐
以
降
の
士
大
夫
も
科
擧
及
第
は
戰
勝
と
述
べ
る
。
と
な
れ
ば
こ
の
〇
戰
勝
〈
と
い
う
表
現
は
、
單
に
士
大
夫
同
士
が
及
第
を
爭
う
ゆ
え
の
表
現
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。
士
大
夫
が
戰
場
で
功
績
を
立
て
る
機
會
の
代
わ
り
を
科
擧
に
求
め
續
け
た
、
そ
う
い
う
意
識
の
表
わ
れ
と
し
て
受
け
取
る
必
要
が
出
て
く
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
そ
う
考
え
て
い
る
。 
 
以
上
、
前
論
お
よ
び
本
論
に
お
い
て
、
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
の
變
化
に
つ
い
て
は
指
摘
で
き
た
。
た
だ
し
、
檢
討
す
べ
き
事
柄
は
な
お
殘
っ
て
い
る
。
明
經
科
と
進
士
科
と
に
對
す
る
認
識
の
變
遷
や
、
常
科
と
制
科
と
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
唐
代
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
價
値
觀
形
成
を
論
じ
る
一
環
と
し
て
、
い
ず
れ
考
察
を
試
み
た
い
。 
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〃
注
釋
〄 
①
〇
唐
代
士
大
夫
の
科
擧
に
對
す
る
意
識
の
變
化
‐
‐
岑
參
の
場
合
‐
‐
〈 
〉
吉
田
富
夫
先
生
退
休
記
念
中
國
學
論
集
《 
汲
古
書
院 
二
〇
〇
八 
一
四
九
～
一
六
一
頁 
②
貞
觀
八
年
、
詔
加
進
士
試
讀
經
史
一
部
。
（
〉
通
典
《
卷
十
五
・
選
擧
三
） 
③
例
え
ば
傅
璇
琮
氏
は
こ
の
上
疏
を
肅
宗
期
の
上
元
と
判
斷
し
て
い
る
。
し
か
し
〉
通
典
《
は
時
系
列
に
沿
っ
て
項
目
を
並
べ
て
お
り
、
著
者
杜
佑
が
肅
宗
の
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
時
點
で
す
で
に
二
十
八
歲
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
身
が
存
命
中
に
提
出
さ
れ
た
同
時
代
人
の
上
疏
を
高
宗
期
へ
誤
入
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。 
④
至
調
露
二
年
、
考
功
員
外
郞
劉
思
立
始
奏
二
科
並
加
帖
經
。
其
後
又
加
老
子
孝
經
、
使
兼
通
之
。
永
隆
二
年
、
詔
明
經
帖
十
得
六
、
進
士
試
文
兩
篇
、
識
文
律
者
、
然
後
試
策
。
（
〉
通
典
《
卷
十
五
・
貢
擧
三
） 
⑤
〉
登
科
記
考
《
卷
三
・
光
宅
二
年
の
項
に
據
る
。
〉
全
唐
文
《
卷
三
四
一
の
〇
朝
議
大
夫
守
華
州
刺
史
上
柱
國
贈
秘
書
監
顏
君
神
道
碑
銘
〈
に
は
、
顏
元
孫
が
進
士
に
擧
げ
ら
れ
た
際
の
出
題
が
〇
省
試
九
河
銘
、
高
松
賦
〈
と
あ
り
、
知
貢
擧
は
〇
考
功
郞
劉
奇
〈
で
あ
っ
た
と
傳
え
る
。
し
か
し
劉
奇
と
い
う
人
物
が
知
貢
擧
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
〉
登
科
記
考
《
は
光
宅
二
年
の
知
貢
擧
を
劉
廷
奇
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
斷
は
、
劉
廷
奇
が
光
宅
元
年
に
十
六
人
に
對
し
重
試
を
行
っ
た
と
〉
唐
摭
言
《
卷
一
に
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
。 
⑥
々
唐
代
科
擧
與
文
學
〆 
傅
璇
琮 
陝
西
人
民
出
版
社 
一
九
八
六 
 
々
登
科
記
考
補
正
〆 
孟
二
冬 
北
京
燕
山
出
版
社 
二
〇
〇
三 
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々
唐
代
科
擧
詩
賦
用
韻
研
究
〆
王
兆
鵬 
齊
魯
書
社 
二
〇
〇
四 
 
〉
登
科
記
考
《
、
々
唐
代
科
擧
與
文
學
〆
Ｐ
一
七
八
以
下
と
Ｐ
四
〇
七
、
々
登
科
記
考
補
正
〆
、
々
唐
代
科
擧
詩
賦
用
韻
研
究
〆
を
適
宜
參
照
。
各
年
の
詩
賦
の
考
證
に
つ
い
て
は
々
登
科
記
考
補
正
〆
が
最
も
詳
細
。
王
氏
の
著
作
は
々
登
科
記
考
補
正
〆
に
基
づ
い
て
い
る
。
唐
代
を
通
じ
て
、
科
擧
に
お
け
る
詩
賦
の
題
の
み
な
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
用
韻
も
考
察
し
て
あ
り
、
簡
便
で
あ
る
。 
⑦
又
、
舊
例
、
試
雜
文
者
、
一
詩
一
賦
、
或
兼
試
頌
論
。
（
〉
封
氏
聞
見
記
《
卷
三
・
貢
擧
） 
作
者
の
封
演
は
代
宗
か
ら
德
宗
期
に
か
け
て
の
人
物
。 
⑧
進
士
文
名
高
而
帖
落
者
、
時
或
試
詩
放
過
、
謂
之
贖
帖
。
（
〉
封
氏
聞
見
記
《
卷
三
・
貢
擧
） 
⑨
進
士
改
帖
大
經
、
加
論
語
。
自
是
舉
司
帖
經
、
多
有
聱
牙
孤
絶
倒
拔
築
注
之
目
。
文
士
多
於
經
不
精
、
至
有
白
首
舉
場
者
。
故
進
士
以
帖
經
爲
大
厄
。
（
〉
封
氏
聞
見
記
《
卷
三
・
貢
擧
） 
⑩
徐
文
茂
々
陳
子
昂
論
考
〆
（
上
海
古
籍
出
版
社 
二
〇
〇
二
）
の
年
譜
に
據
る
。 
⑪
鄭
曉
霞
々
唐
代
科
擧
詩
研
究
〆
の
卷
末
に
附
さ
れ
た
々
全
唐
詩
〆
科
擧
詩
索
引
に
は
初
唐
の
詩
も
見
え
る
。
索
引
自
體
は
有
用
な
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
科
擧
と
の
關
連
付
け
が
强
引
な
例
も
含
ま
れ
て
お
り
、
檢
討
を
要
す
る
。 
⑫
〉
中
國
離
別
詩
の
成
立
《 
松
原
朗 
研
文
出
版 
二
〇
〇
三 
⑬
應
試
及
第
落
第
に
關
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
內
容
か
ら
そ
う
だ
と
推
察
で
き
る
類
の
資
料
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
ず
と
も
題
か
ら
判
斷
で
き
る
資
料
の
み
で
論
證
可
能
と
判
斷
し
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
陶
翰
の
〇
送
崔
二
十
一
之
上
都
序
〈
（
〉
文
苑
英
華
《
卷
七
二
〇
）
は
應
試
に
よ
っ
て
、
任
華
の
〇
送
李
審
秀
才
歸
湖
南
序
〈
（
〉
文
苑
英
華
《
卷
七
二
二
）
は
落
第
に
よ
っ
て
別
れ
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。 
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⑭
劉
向
司
籍
、
九
流
以
別
。
（
〉
漢
書
《
卷
百
下
・
敍
傳
）
應
劭
の
注
に
、
〇
儒
、
道
、
陰
陽
、
法
、
名
、
墨
、
從
橫
、
雜
、
農
、
凡
九
家
〈
と
あ
る
。 
⑮
五
都
矜
財
雄
、
三
川
養
聲
利
。
（
〉
文
選
《
卷
二
十
一
・
鮑
照
・
詠
史
）
。
五
都
と
は
漢
代
の
洛
陽
、
邯
鄲
、
臨
淄
、
宛
、
成
都
。
三
川
と
は
河
、
洛
水
、
伊
水
。 
⑯
〉
登
科
記
考
《
卷
十
。 
⑰
鄂
岳
觀
察
使
奏
爲
判
官
、
轉
左
驍
衞
兵
曹
、
累
改
評
事
監
察
御
史
、
歷
殿
中
得
緋
衣
銀
魚
、
使
遷
江
西
、
公
隨
之
、
加
侍
御
史
著
作
郞
。
（
〉
李
文
公
集
《
卷
十
四
・
唐
故
金
紫
光
祿
大
夫
尙
書
右
僕
射
致
仕
上
國
柱
弘
農
郡
開
國
公
食
邑
二
千
戶
贈
司
空
楊
公
墓
誌
） 
 
こ
こ
で
の
鄂
岳
觀
察
使
は
李
兼
。
李
兼
は
鄂
岳
團
練
使
か
ら
江
西
觀
察
使
へ
移
っ
て
い
る
。
ま
た
、
々
唐
方
鎭
文
職
僚
佐
考
〆
（
戴
偉
華 
廣
西
師
範
大
學
出
版
社 
二
〇
〇
七
）
の
〇
江
西 
李
兼
〈
の
項
で
は
、
〇
校
理
魏
君
〈
は
建
中
元
年
進
士
及
第
の
魏
弘
簡
、
〇
環
列
崔
君
〈
は
崔
從
質
、
〇
皇
甫
君
〈
は
皇
甫
湜
と
す
る
。 
⑱
舉
賢
良
、
與
夏
侯
湛
等
十
七
人
策
爲
下
第
、
拜
中
郞
。
武
帝
詔
曰
、
省
諸
賢
良
答
策
、
雖
所
言
殊
塗
、
皆
明
於
王
義
、
有
益
政
道
。
欲
詳
覽
其
對
、
究
觀
賢
士
大
夫
用
心
。
因
詔
諸
賢
良
方
正
直
言
、
會
東
堂
策
問
。
（
〉
晉
書
《
卷
五
十
一
・
摯
虞
傳
） 
⑲
樂
伯
曰
、
吾
聞
致
師
者
、
左
射
以
菆
、
代
御
執
轡
、
御
下
、
兩
馬
、
掉
鞅
而
還
。 
⑳
彼
節
者
有
閒
、
而
刀
刃
者
無
厚
、
以
無
厚
入
有
閒
、
恢
恢
乎
其
於
遊
刃
必
有
餘
地
矣
。 
㉑
澤
共
射
椹
質
之
弓
矢
。
鄭
司
農
云
、
澤
、
澤
宮
也
。
所
以
習
射
選
士
之
處
也
。
射
義
曰
、
天
子
將
祭
、
必
先
習
射
於
澤
。
澤
者
所
以
擇
士
也
。
（
〉
周
禮
《
夏
官
・
司
弓
矢
） 
